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特集　神奈川県博物館協会主催講演会 「集める、受け継ぐ、守る―資料と向き合う学芸員の仕事」
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特集　神奈川県博物館協会主催講演会

「集める、受け継ぐ、守る―資料と向き合う学芸員の仕事」の開催

平成30年度神奈川県博物館協会 自然科学部会幹事

神奈川県立生命の星・地球博物館　田口　公則

博物館の基礎とは何かを挙げるならば、そのひ

とつが「収集」である。調査・研究を通して、収

集し、保管・蓄積し、後世へと伝え遺していく。

この活動・営みは、博物館のビハインドザシー

ン（舞台裏）で学芸員が日々すすめているもので

ある。しかしながら、このビハインドザシーンが

市民にひろく理解されているとは言いがたく、博

物館人は「もっと博物館の活動を知ってもらいた

い」という願いを持っている。このような背景を

持ちながら、2019年3月に開催された神奈川県博

物館協会の講演会「集める、受け継ぐ、守る―資

料と向き合う学芸員の仕事」は企画された。

博物館の諸活動「収集、保管、調査・研究、展

示、教育普及」のなかでも、本講演会では「収

集・保管」にフォーカスし、タイトルを「集め

る、受け継ぐ、守る」とした。このタイトルは、

モノを収集し蓄積していく博物館の活動をよく言

い表している。

この博物館活動は、人類が獲得した特権である

と考えている。世界広しといえど、このような文

化的営みを成し遂げた生物は人類のみだからであ

る。『博物館学事典』で博物館はどのような機関

であるかをひいてみると、つぎの説明があった。

「博物館とは、人類とその社会が創り出した社会

的・文化的装置であり、人類とその文化・社会、

そしてこれを取り巻く自然に関する具体的な物証

を収集・保存し、科学的な調査・研究によって収

集資料の価値を確定し、あるいは価値を高め、そ

の収集資料の展示・公開による教育を役割とする

機関である。（矢島國雄）」。まさに「人類が創り

出した社会的・文化的装置」とあるではないか。

博物館活動の営みに、もっと誇りを持ってよいの

だ。

さて、ミュージアム（博物館）といっても多様

性がある。美術館、博物館、科学館、動物園、水

族館等々。「収集・保存」にフォーカスした本講

演では、自然系博物館、動物園、歴史博物館等、

幅広い館種の学芸員が登壇し、それぞれの収集・

保存活動が紹介された。本講演会をはじめるとき

に抱いた思いは、多様なミュージアムの活動を並

べてみたとき、そこには分野・領域を越えた何か

見えてくるものはないだろうかという期待であっ

た。

講演の登壇者は、神奈川県立生命の星・地球博

物館の瀬能　宏氏、横浜市立野毛山動物園の落合

絵美氏、横浜開港資料館の吉田律人氏、横須賀市

自然・人文博物館の瀬川　渉氏の4名である。講

演後、私の頭に出てきたキーワードを挙げてみる

と、「展示物の向こう側にあるもの（ビハインド

ザシーン）」、「寿命持つ資料を繋ぐ」、「資料の発

掘：大鉱脈の発見というアナロジー」、「モノだけ

でなく、その付帯情報の記憶と記録」である。そ

れぞれに扱うモノは異なるが、そこには通底する

共通の態度が見え隠れしている。参加者にとって

本講演会が博物館活動を深く捉え直すよい機会と

なったのであれば本望である。




